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研究ノート

ドイツ語圏における新聞の前身形態について

江 口 豊

０ 序

ドイツ語圏における新聞草創期やその後のスイスにおける新聞の展開の事例などを振り返っ

た江口（2013）を再読すると、当然大きな疑問が生まれる。近代的な意味の新聞がなぜヨーロッ

パで発生・確立したのであろうか。また、地上における人類の発生と同じく、それは単独の特

定の場所で発生したものが拡散したのか、それとも複数の場所で自然発生的にほぼ同時発生し

たのか。いくつもの疑問が湧いてくるのは当然であろう。歴史的に短期間に何の前触れもなく、

画期的なある現象が生じることは滅多にない。新聞のような複雑な要因を前提とする事象もそ

の例外ではなかろう。本研究では、ドイツ語圏を中心に新聞の前身事象とでも呼ぶべきものに

ついて、ドイツ語圏の先行研究を辿って、その複雑な全体像の輪郭を素描することとする。こ

の場合も新聞を構成する要件をどう規定するのかは無視できない。どこまでを構成要件とする

かによって、「新聞の前身形態」の範囲も変異しうるからである。Kunczik/Zipfel（2005）が示

すマスコミュニケーション過程の定義は、１)圧倒的に短期的な消費（利用）に向けられた内

容であること、２)高度な技術を使用する組織形態で作成されること、３)生産・消費のどち

らの面でもいろいろな技術の助けを借りること、４)発信者（コミュニケーター）は、匿名の

ままの多数の人間（分散したオーディエンス）を同時に相手にしていること、５)公共的な性

格をもち、アクセスに限定が無いこと、６)一方向性であること（コミュニケーターとオーディ

エンスとは非対称関係にある）、７)コミュニケーションが間接的であること（対人コミュニー

ションが直接的であると考えるとすれば）、８)制作についてはある種の定期性が認められるこ

と、９)継続的に提供されること、を掲げている。これらは17世紀初頭の新聞に照らしてもほ

ぼ原則的に該当していると見なせよう。勿論、今日の状況と同じ程度にそれぞれの要件が満た

されるわけでは決してない。そのいわば程度をみる尺度が客観的に立てられるのかにも配慮し
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つつ、日本では意外に知られていない新聞前史に関わる事実を、膨大な先行研究のごく一部か

ら垣間見ることとする。

１ 活版印刷術という技術的背景

Wilke（2008,16）は「15世紀なかばの印刷技術の発明はマスコミュニケーションの発生にとっ

ての決定的な前提だった」と述べ、「印刷技術により、主張が大量に、ほぼ無限定のオーディエ

ンスに広められるようになった」と続けている。Wilke（2008,16f.）は、印刷術の導入の意義

を「手書きだったものの近代化（Modernisierung）」、「公共コミュニケーションや職業的、個人

的情報処理の機械化（Technisierung）」という表現で説明する。挙げられている具体例を見た

方がその趣旨が理解しやすいかもしれない。例えば、聖書、典礼書、ラテン語の教科書、免罪

符、官庁の目録や書類にはじまり、神聖ローマ皇帝の文書や教会関係の勅書・文書（司教選挙

での争いでの）、果ては暦、辞書、判例集、様々な古典の著作類などが、以前では考えられない

規模の量で印刷されるようになった。手書きではおそらく二桁の数量を複製するのが精々で

あったと考えられるが、三桁以上の部数を印刷できることを考えると、回覧という習慣を考慮

すれば読者数はさらにその数倍以上となる。こうした印刷術の影響として、「個人による聖書の

読解が省察に導くこと」や、「事務仕事の効率化」、「（文書という）古いメディアに政治的イデ

オロギー上の対決で新たな効果」がもたらされた、というのがWilke（2008,16f.）の指摘であ

る。

印刷術がヨーロッパに短期間に広まったことは容易に想像できる。グーテンベルクの没年で

ある1468年の時点で、発祥に地マインツ以外にすでに９箇所の印刷所が存在した。それはドイ

ツ語圏を中心として、バンベルク、シュトラスブール、ケルン、ローマ、バーゼル、アウクス

ブルクの六都市で確認され、その十年後には「たいていのヨーロッパ諸国には広まり」、「発明

の半世紀後（1495年頃）で、ヨーロッパ350都市に1,000以上の印刷所があった」Wilke（2008,

16.）というのである 。仮に15世紀末で1,000箇所最初の週間新聞が発行されるまでさらに一世

紀の時間が必要であった。

ここにごく簡略に紹介した印刷術の発明・拡散は新聞成立の不可欠な一要件であるが、これ

以外にも見落としがちなことがらこととして、交通事情および郵便事情、印刷用の紙などの資

材、そして読み手の問題としての識字率などもあるが、次の機会にゆずりたい。

メディア・コミュニケーション研究

２ 1590年にイエズス会が活版印刷機を日本に持ち込み、いわゆるキリシタン版と呼ばれる印刷物を制作したの

が、日本最古の活版印刷とされる。
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３ 新聞の前身

ヨーロッパ、わけてもドイツ語圏での新聞発生の前段階で見られるコミュニケーション現象

にはさまざまなものが確認されている。単純因果関係的に新聞の前身は何かという議論はあま

り意味を持たないものの、具体的にどの前身形態が新聞のどの側面に繫がったのかという視点

は維持する必要があろう。また具体的物理的な社会現象以外にも、人々の思考の中の変化がい

わば「変化の底流」を成していることも踏まえねばならないだろう。

印刷術の発明者とされるヨハネス・グーテンベルク自身の印刷によるとされるTurken-

kalender『トルコ人暦』も不特定の読者を対象に、比較的最近の事象（ハンガリーにおけるト

ルコ軍との戦闘）について論評し、主張を述べる（ヨーロッパ諸国の団結と戦意高揚））という

内容から、新聞の前身形態に数えることも可能かもしれない。Wilke（2008）は、日刊新聞の前

身と見なせる「公共的マスメディア」として、私信と手書きニュース、一枚物印刷物・チラシ・

「新しいニュース」という名前の不定期印刷物、パンフレット、見本市案内、連続ものの新聞・

月報を挙げている。以下、Wilke（2008）が掲げた順に辿ってみよう。

3.1 私信（Brief）および手書きニュース（geschriebeneZeitung）

新聞の前身形態として、私信すなわち手紙を指摘している研究者も少なくない。Wilke（2008,

18）にはSteinhausen（1895）などが挙げられているが、このようにすでに100年以上前の研究

者が論じている近世の私信の背景事情を、例えばSalomon（1906,2）は次のように叙述してい

る。

「しかし、あらゆる社会事情の解体と変革とが最初に人々の内面と外面との生活に大きな

不安を呼び起こしたに違いなかった。そうなると、身の回りの制約や縛りを断ち切ろう

と思う者達がお互いの間である種の連絡を作り上げようと努力するのはごく自然なこと

だった。文化上のプロセスがどう展開するのかについて、継続的に知らせを受け取る必

要性も、考えやニュースの交換を求めさせ、そのためにもっとも手近な伝達の手段であ

る手紙に手をのばすことになったのである。」

社会の激動期に不安を感じた個々人が同じ思想傾向にある者との連帯を確認、維持する手段

として私信が重要かつ不可欠だったという理解である。一般論としてはこれに反論することは

無い。ここでとくにドイツ語圏に関して想起しなければならないのは、イギリスやフランスの

ような統一国家ではなく、形骸化しつつあった神聖ローマ帝国という枠組みのみの小邦分立状

態という点であろう。独立統一国家として存立可能な程度の地理的範囲に散在した「文化的中

心地間で尋常ならざる数量の私信が交わされていた」、そして、それ以上に重要だと思われるの

ドイツ語圏における新聞の前身形態について
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は、「この状況下でこうした手紙の大多数が短期間のうちにその内密性」（個人と個人とのやり

とりであるという感覚）を失った」ことである、とSalomon（1906,2f.）は説明している。「伝

えた内容を即座に比較的多数の志を同じくする仲間に届けるために、手紙の書き手はもはや半

ば一人の個人に宛てるだけでなくなった」と説明している。

Wilke（2008,18f.）は、手紙がニュース伝達の媒体であった点について、近世特有のものと

考えず、むしろ時代を問わず手紙に書かれた最新の事件についての記述の可能性を挙げている。

そして、それが歴史的に手紙の書式にも形式化されたとしている。ドイツ語圏での手紙の構成

要素にZettelなどと呼ばれる部分にはいわば公的な記述が記され、本来の個人宛の記述と区分

される形式が広まったという指摘である。この形式化について、Gloning（1996,203）は三段階

のプロセスを仮定している。第一段階はnovitatesとかnoviあるいは情報源を挙げて公的な事

件について述べるというもの、第二段階では、手紙のなかの主題を私的な部分と公的な部分と

に分けてしまう、第三段階では手紙事態がもっぱら公的事件にのみについて成り立つというも

のである。

Wilke（2008,18f.）は手紙の量的増大の原因として、商圏の拡大に起因する商業的必要性を

挙げている。中世末期1400年頃のイタリア人商人FrancescoMarcoDantiniについては

140,000通という途方もない量の手紙が現存しており、私信の部分といわばニュースの部分とが

残されていることも先行研究に基づいて触れている。こうした商人層による手紙記録の最たる

ものは、16世紀から17世紀にかけてのFugger-Zeitung（フッガー通信）であろう。Wilke（2008,

19）によれば、このフッガー通信は「長者JakobFuggerが発足させ、以後後継者達によって

拡充強化されたが、…子飼いのビジネスマンたちばかりではなく、郵便局長、公務員、将校か

らも手紙を入手していた」ものである。しかし「フッガー通信は、ときには秘密保持のために

暗号化も施された内部通信であり」、誰でもが目にすることができるという「公共性は欠けてい

た」。Wilke（2008,19）は、商人層以外に活発な手紙による情報交換の例として「政治、外交、

学識者、修道院」なども挙げている。結論として、情報通信手段としての手紙の最盛期をWilke

（2008,19）は16世紀だとしてはいるものの、それ以降の印刷報道媒体の成立後もニュースソー

スとして利用されたことも指摘している。

Gloning（1996,198）は定期的な通信の前身形態の起源を15世紀半ばであるという19世紀の先

行研究に基づき、やはり都市や諸侯の官房や商人の私信に取り込まれていたことを述べている。

Gloning（1996,199）は、さらに15世紀の北ドイツの商人が書いた一連の手紙に含まれる言語使

用の機能的側面、主題的側面については、第三者への販売などを意図していなかったにも関わ

らず後の手書き新聞やNeueZeitungと類似点を示していると主張している。

こうして私信から徐々に公信の要素を増大させ、独立して手書き新聞が成立していった。

Straßner（1999,913）によれば、「1443年以降には「新情報」（Novitaten）とか「最新情報」

（Novissima）などを含んだニュース書簡（Nachrichtenbrief）や通信書簡（Zeitungsbrief）
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という概念が登場した。……1571年に最初の通信員事務所がアウクスブルクに設けられ、1615

年には七カ所に増え」、「本来の経済情報以外に添えられていたニュースが」「20回から25回写し

書きされ、部分的には講読サークルを作っていた定期購読者に配布された」と説明されている。

この情報のやりとりが政治・宗教面で重要な意味を持っていたことを表す一例として、（新教の

中心地）「ヴィッテンベルクが宗教改革期に情報集散の中心地となり、フィリップ・メランヒト

ンが最も重要な情報発信者だった」こともStraßner（1999,913）は述べている。

3.2 チラシ Einblattdruck/Flugblatt あるいは（不定期）新聞 NeueZeitungen

Wilke（2008,19）のみならず、複数の研究者が新聞の前身形態もしくは成立要因の一つとし

てあげているものにEinblattdruck（文字通りには「一枚物の印刷物」で片面のみ印刷）、Flugb-

latt（チラシ）あるいはNeueZeitung（新しい知らせ）がある。共通点は、まず形態として１

ページものの印刷物だということである。最も古いところでは、16世紀初期のものが確認され

ている。Wilke（2008,20）の研究史上の説明にしたがえば、こうしたチラシ類については19世

紀にはすでに研究対象となり、整理収集されていたものの、量的に十分なものではなく、1970

年代以降の写真印刷技術などの進歩がもたらした複製の流布のお陰で科学的分析・調査による

研究が拡大・深化したものである。

Wilke（2008,20）はさらに、こうしたチラシはその紙面構成にも標準化・形式化が見られる

ことを指摘している。すなわち、上部にタイトルとそのチラシの意図や機能にあたる表現を付

している（「印刷」、「報告」、「話」、「知らせ」を例示）。さらには読者の注意を引きつける仕掛

けとしての表現「驚くべき」とか「ぞっとする」などとともに、信 性を与えようとする「本

当の」なども見られるという。こうしたものの後にようやく記事本文が続くという構成である。

また、チラシに関しては制作のプロセスなどについても、「印刷業者の他にも通信員や書き手

（聖職者、学者、郵便局長、都市の公務員）が文章を提供していた」（Wilke2008,21）ことが

わかっている。さらに、Briefer/Briefmalerと呼ばれた専門家が「文章に合わせてイラストを

制作、彩色していた」ものを、別の専門業者が木版や銅版に加工した。手間がかかるためか、

こうしたイラスト類は関係のない同種の別の場所での事件のチラシにも転用されたこともある

らしい。こうして数百部作成されたチラシ類の販売形態に関しても、「即席の販売業者が通りや

市場での呼びかけ、口上により販売したことがイラストにより証拠立てられている」、とWilke

（2008,21）述べている。Lang（2008,117）はそれ以外にも、「商店や、田舎周りの商人による」

販売にも触れていて、販売価格についても、2008年時点での２ユーロ、３ユーロ相当だとして

いる。

チラシ類は16世紀から17世紀にかけて相当量が印刷されたが、Lang（2008）は、16世紀と17

３ 絵入りに書面・書物（祈祷書や暦など）を作成する職人のこと

― 63―

ドイツ語圏における新聞の前身形態について



世紀の200年間に刊行され、現存するもの（4,121種あるが、NeueZeitungの名を冠したものは

約半数）から独自の計算式を使って、ドイツ語圏だけでものべ16,000種類以上が実際には印刷

されたものと見ている。Lang（2008）によれば、発行の総量は16世紀末の30年間ほどで、17世

紀に入ると1640年代以降発行量が激減した。これは明らかに1609年以降存在が確認されている

定期的発行形態をもつ新聞との競合のためと考えるのは当然のことであろう。

こうしたチラシ類の印刷発行場所としてよく知られているのは帝国自由都市 と呼ばれると

ころで、具体的にはアウクスブルク、ニュルンベルク、プラハ、エアフルト、ストラスブール

（ドイツ語読みではシュトラスブルク）、ヴィッテンベルクである（Wilke2008,22）。「これら

の都市にはまもなく印刷所が複数設立された。また16世紀の宗教改革に与した都市ばかりでも

あったが、その後判明するようにそれは偶然ではなく、宗教改革運動は誕生しつつあったマス

コミュニケーションに決定的なインパクトを与えたのである。」（Wilke2008,23）

チラシ類の特徴として、内容上の即時性があった点と、「報告のためのメディアであり、世論

形成とか評価的な意見表明のそれではない」（Wilke2008,23）ことが挙げられる。この点が次

節で紹介するパンフレット（Flugschrift）との最大の相違であるとはされるものの、実態を分

析した結果からはそれほど明白な線引きが出来ないことが分かる。ヴォルフェンビュッテルの

図書館資料を調査したPfarr（1994,94.）によれば、確かに80％は報道テクストとすることがで

きるが、７％には解釈やコメントが含まれている。ただし、この７％の事例は初期のものであ

り、チラシ類での報道テクストという図式が時代と共に固定化していったとも言えるのである。

Wilke（2008,23）は、チラシ類の記事内容はセンセーショナリズム色に染まっている部分も

あり、「現代のイエロージャーナリズムの先駆」だとも形容している。この点は場合によっては

複数のイラストによる描写とも相まって「ジャーナリズム上の暴力描写の系譜」の一部となっ

ているとさえ続けている。ただし全体としては、センセーショナル報道は11％程度であり、政

治軍事関連の報道が圧倒的に多かった（73％）ことも分かっている。また全体の三分のニが外

国の事象、とくにオスマントルコを内容としていた。また、チラシ類はドイツ語圏以外でも、

フランス、イギリス、オランダ、イタリアなどヨーロッパ中で確認されている（Wilke2008,24）。

因みに、京都大学図書館には、歴史の教科書等にも紹介されることがある天正遣欧使節に関

する印刷図版が所蔵されている。これは活字部分をよく読むとここで紹介しているNeue

Zeitungであることがタイトルからも明らかである。ニュースとしての内容は、４人の日本人少

年使節の名前を挙げて、彼らがキリスト者となり、1585年３月23日に教皇に謁見したこと、ナ

ポリ、ベニス、ミラノを訪問し、スペイン経由で帰国の途についたこと、彼らを信仰上指導し

４ 帝国自由都市Freie-undReichsstadteという概念は単純ではない。Isenmann（2012）は、教会権力と世俗

的権力者たる王との関係を中心に帝国都市を四つの範疇に分類している。さらに狭義の帝国自由都市につい

ては「司教領だった土地で自由権などの権利・権限を獲得した都市」と規定し、ストラスブールやマインツ、

ケルンをその例として挙げている。アウクスブルクは「帝国代官都市」という別の範疇に区分している。
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同道した神父のこと、４人の少年の身分・出自や聡明さなどに触れている。発行地は豪商フッ

ガー家の本拠地でもある南ドイツの都市アウクスブルク、印刷者名をMichaelMangerとして

いる。

3.3 パンフレット（Flugschrift）

Wilke（2008,24）は、チラシとパンフレットの境界が流動的となるケースの存在も認めつつ

も、外的な形式と内容の二点から比較的明確な区別を立てている。チラシが「一枚印刷物」と

いう名前が示す通り、紙一枚の片面に印刷した形式であるのに対して、パンフレットは複数枚

の紙を折り込んだか、綴じたものである。

まず版型としては四つ折り版が多く、それに関連して16世紀前半では半数以上が８ページ以

下の構成だったとされる（Wilke2008,25）。また表紙ページにはイラストが施されることも多

かったが、「チラシとは違い…（記事内容を）描写するようなものはまれで、ただ装飾として添

えられていたことが多かった」らしい（Wilke 同上）。パンフレットが主張を伴うことからあ

る意味で「偏向した」内容に合わせて「辛辣な、道徳的にも攻撃的な比喩」を表現することか

ら風刺画の先駆とWilke（同上）などは捉えている。

「当初散発的に発行された後に、1517年以降パンフレットは急速な興隆を経験することとなっ

た。……Kohler（1986）によれば1501年から1530年までの間にドイツで制作されたパンフレッ

トは総数10,000種以上と見積もられている。」（Wilke2008,25.）「パンフレットは平均的なもの

では……1,000部印刷されたが、人気のあるパンフレットではそれを かに超えた（マルティ

ン・ルターの『ドイツ国民のキリスト教貴族に与う』は、1520年の数日間に4000部で品切れと

なったらしい）」（Wilke2008,26.）。こうした数字を組み合わせて、Wilke（同上）はパンフレッ

トの発行総数がのべで1,000万部になると合算しているが、当時のドイツ語圏の総人口とされる

1,200万人を踏まえてももちろん、今日の目からみても膨大な数と言えよう。Wilke（同上）は

さらに「当時の識字率を５％未満」、「都市部では30％」として、パンフレットの読者層を想定

しているが、同時に「コミュニケーションの多段階の流れのなかで……パンフレットの内容知

識は識字者に限定されない」点を指摘し、パンフレットの影響の大きさを強調している。ただ

し、パンフレットの発行量にも盛衰があり、宗教戦争やその和議などの政治状況に発行数が左

右されたことにWilke（2008,26.）も触れている。

チラシやこの後で紹介する見本市通信、月報新聞、それどころか新聞までをも含めて常に考

慮すべき事項がある。すなわち印刷事業者や発行人にとっての事業の経済性である。「パンフ

レットも印刷業者にとってチラシ同様の利点があった。パンフレットも少ない資金で素早く制

作できた」のである（Wilke2008,27.）因みに「パンフレットは行商人によって販売もされた」

が、「無償で配布されることでも（プロパガンダ上の利害から）読者の手に渡った」（Wilke2008,

28.）。
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パンフレットの作者について、「パンフレットの多くは匿名のままで発行されたが、架空の書

き手として、貧しい無学の神学の素人とされることも希ではなかった」（Wilke 同上）とされ

る。「1518年から1525年までに印刷されたパンフレットの最大部分はマルティン・ルター自身に

よるものだった」。実に1465種のパンフレットのうち、219種がルターによるとされるほどであ

る。

こうしたパンフレットを巡る諸条件をみてくれば予見できることではあるが、その内容で

もっとも多かったのが宗教上の意見・主張だった。それ以外に挙げられたものは、「政治、法律、

学問、教育、社会、文化」と続く（Wilke 同上）。1500年から1530年に印刷されたパンフレッ

トで神学上の問題を扱わなかったのは、わずか2,1％だけだった。マルティン・ルターに代表さ

れるプロテスタント運動推進派は、この新しいメディアを積極的に活用した。印刷所のある都

市の多くが新教側の領地にあったことも追い風となった。また、新しいメディアを遅まきなが

ら旧教側も利用したが、言語の問題でさらに遅れをとることになる。つまり、カトリック側は

旧来の権威の象徴であったラテン語に固執したのである。新教側は新しい言語としてのドイツ

語を活用した。識字率に限らず、使用言語の問題でも市井の人々が構成する多数派を掴んだの

は新教側だった。Wilke（2008,26.）はこれを象徴する数字を挙げている。1519年から1521年ま

での間に刊行されたパンフの言語比率はラテン語が72％から26％に激減し、ドイツ語は28％か

ら74％に激増しているのである。

読者を考えて作成されたパンフレットにはさまざまな工夫が施された。文章の形式を説教、

書状、宗教歌、祈祷、歴史的な民謡、偽の公文書、対話形式とバリエーションに富ませたので

ある。

以上見てきたように、パンフレットには新聞の前身に期待される事実の報道・ニュースとい

う側面は弱く、特定の主張を宣布する役割に重点が置かれていた。とはいえ、こうした印刷物

による主張という存在が、断片的とはいえ、それまで知られることのなかった政治・外交・軍

事上の報道とが受容者の頭の中で結びつくことで、いわば社会変革的・爆発的な化学変化を引

き起こしたと考えることもできよう。Boning（2008,295）にある通り、「新聞が世界に関する

知識と世界の認識に役立つ専門的情報を時間経過の中で」定期的・継続的に伝えることにより、

「国務や軍事を司るメカニズム」を理解させるという読者層の根本的変質を促す一方で、「普通

の人間が新聞により統治者を批判することを覚えた」（Boning2008,297）という批判の視点の

結合である。

3.4 見本市通信（Messrelation）

1580年代から発行されたことが確認されている印刷物で、文字通り商業見本市（Messe）が開

催されたドイツの都市で見られたのが見本市通信（Messrelation）である。Bender（1984）に

よれば、最古のものでは1583年にケルンで発行されたケースがあり、もはや主要な役割を果た
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してはいなかったが17世紀半ばに作られたものも存在する。当時の見本市は春と秋の年に２回

開催されたことから、見本市通信も年に２回発行された。つまり、開催される見本市までの半

年間に起こった重要な事件などをとくに主題上の制限もなく掲載したものである。Wilke

（2008,30）はこうした点を踏まえて、公共性、定期性、題材の無限定性を満たした印刷メディ

ア形態だと位置づけている。半年に一度という頻度が即時性を満たさないだけだという見方で

ある。

「見本市通信は綴じられてはいない四つ折り版のノート形式の印刷冊子で、100ページほどの

ページ数が平均であった「が、ときにはその半分、ときにはその倍になることもあった」とい

うのが外形上の規定である（Wilke2008,30）。ラテン語のタイトル（例えばRelationhistor-

icae）を与えられことも、ドイツ語のタイトル（Bericht「報告」、Chronik「年代記」）の場合

もあった。よく知られている通り、最古の見本市通信としてはケルンで1583年に発行されたも

のが残されている。このラテン語タイトルRelationhistoricaeを付されたケースについては、

MichaelvonAitzingという人物がフランクフルトの秋の見本市に合わせて制作したことも判

明している。Bender（1996）の調査によれば、のべ604タイトルの見本市通信が確認されている

が、なかにはいわば「続編」であったり、微妙なバリエーションを取り込んだ増刷だったり、

後の時代の刷り直しなども含まれていて、批判的に捉える研究者もいる（Zwierlein2002）。

Wilke（2008,31.）はその種のテクスト上の異動を整理して107タイトルの見本市通信を現存す

るものと算定していて、発行のピークを17世紀初頭と指摘している。最終的に見本市通信は18

世紀まで発行され、フランクフルトで発行された1806年のものが最新とされている。見本市通

信の発行地として確認されているのは、ケルン、ストラスブール、フランクフルト、エアフル

ト、マグデブルク、ハレ、ライプティヒ、ハイデルベルク、アシャッフェンブルクである。

Wilkeは「確実な発行部数は挙げられない」とはしているが、100部から数百部と推測してい

る。大部分の見本市通信は発行者の名前が示されている。

見本市通信の報道題材には当時の国内外の政治・軍事的なニュースが取り込まれているが、

「冷静でコメント抜き、偏向的なトーンも無い」という評価である（Wilke2008,33.）。そして

見本市通信が示したインターバルの長い定期性と即時性の欠如から、「その後の週刊新聞にとっ

てはNeueZeitungの方が近かった」のであり、「見本市通信はむしろ現代の年鑑に至る発展経

路を示している」（Wilke同上）。

3.5 シリーズもの新聞／月報（Serienzeitung/Monatszeitung）

単発の事件・事象について報道する性格をもったNeueZeitungのなかには、情報への需要に

応える形で、「ある程度の定期性をともなって発行」されるものが出現し、「ときには（発行順

に）通し番号が付された」こともあるが、これをWilke（2008,33ff.）はシリーズもの新聞

（Serienzeitung）と規定している。こうした刊行物の最大の意義はその定期性にあることは言
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うまでもないが、「まだその定期性は持続的に意図されたものでも、前もって定めたものでもな

かった」Wilke（2008,34.）。因みに最古のシリーズもの新聞は1566年に遡るとされる。

このシリーズもの新聞の定期性に画期的な進歩をもたらしたものがAnnusChristiという

1597年の刊行物である。RorschacherMonatsschriftとも呼ばれるこの印刷物は、1597年１月

から12月までに起こった事件などを月ごとにまとめた体裁となっている。毎月の記事の量はま

ちまちである。現時点で入手可能なファクシミリ版では、少ない月で９ページ分、多い月では

16ページのテクスト量となっている。表紙は月ごとに別に１ページを確保しているのがほとん

どである（１月は表紙がない）。表紙には、出来事の起こった国の名前が羅列してある。題材は

やはり、トルコ軍との戦闘、オランダの独立戦争など政治・軍事が中心である。Wilke（2008,

34.）は表紙ページの装丁、イラスト装飾、見出しに比すべき記事発信源の提示などを後の活字

印刷メディアとの連続線上で注目すべきことと指摘している。

しかし、このいわば「月報新聞」については、1597年刊行のAnnusChristi以外に現存する

ものはない。唯一確認されている1597年版については６点のオリジナルが現存するが、12ヶ月

すべてが揃っているのはベルン、アウクスブルク、ウィーンに所蔵されている３点のみである

（Barth（1976,7.）。12ヶ月分が揃っていることから「月刊」形態であると解し、定期性を満た

した点をとらえて、Barth（1976）などは「ドイツ語圏最初の新聞」という副題を与えているほ

どである。その論拠として、まずの新聞の定義をGrothにしたがい⑴定期的な刊行、⑵機械的

な制作、⑶公刊物であり、だれでも読めること（公共性）、⑷多様性もしくは十全性（集合性も

しくは普遍性）、⑸興味・関心の一般性、⑹即時性、⑺企業体としての制作（経済企業）を挙げ、

これに照らして新聞であるという判断を下している。彼女は、即時性と題材の多様性・普遍性

に基づく疑念について、16世紀末の「生活テンポ・旅行のテンポ」などの時間観念が現在より

もゆったりしたものであること、国外ニュースばかりを取り上げている点について当時の都市

の規模を踏まえれば「都市内ニュース」には印刷する価値が無かったことを反論の根拠として

いる。これについてWilke（2008,34.）は、一ヶ月という時間的間隔を即時性に含めることに

は賛同していない。別の研究者が指摘するように、年鑑や年代記に相当するものという見方も

可能かもしれない。また、Barth（1976,30.）には、類似の印刷物としてアウクスブルクの Alt

Zeitung ＝ Buch という1590年頃の出版物についても示唆されているが、その存在は確認され

ていない。逆にWilke（2008,34.）には1566年刊行の連続もの新聞について触れられている。

このAnnusChristi1597にも日本に関係する記事が見受けられる。１月分の最終記事にイエ

ズス会の聖職者達がローマに向けた日本における宣教活動についての報告が記されている。大

いなる迫害にも拘わらず、日本での宣教が大きな成果を納めたこと、おびただしい数の人々、

５ Groth,O.(1948)DieGeschichtederdeutschenZeitungswissenschaft.ProblemeundMethoden,Mun-

chen.
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そのなかには領主も含め、キリスト教に改宗したこと、彼らが迫害されても、同じ王自身もキ

リスト者になるという希望をもっているという趣旨の記述である。チラシのNeueZeitungだ

けではなく、ここにも記事となっているところから、宗教対立を背景にしてイエズス会の活動

が注目と影響をもっていたことの証左であろうか 。

４ 今後に向けて

本論で概観した事象は、遅くとも1609年にはドイツ語圏 の複数の都市で存在したことが確

認されている週刊新聞の前身形態とされるものである。特定の個別事象が新聞の直接の前身と

いうことはできない。ここに挙げたひとつひとつの事象が重なって、必然的に新聞が発生した、

あるいは人々が求めるメディアが生まれたと解すべきであろう。

ではなぜ民主主義の先進国であり産業革命の濫 となったイギリス、あるいは安定した統一

国家を維持・形成していたフランスなどではなく、ドイツ語圏で週刊の新聞が発案されたのか。

グーテンベルクの印刷術の発明、東西南北ヨーロッパの中央に位置することで商業活動、人、

物、そして情報の流れの経由地であったこと、神聖ローマ帝国という緩やかな統治体の連合で

あったがための意外な強制力の不徹底（検閲制度については別の機会に論じたい）、何よりも宗

教改革とそれに続く宗教紛争に起因する不安定な社会状況からの情報への強烈な渇望などに原

因を巡らすことはできるであろう。ストラスブールでの新聞発行許可を求めるJohannCarolus

という人物の請願書が残されているが、新聞は投資に見合うだけの商機と思われたのであろう

か。更に蓄積された先行研究の中に踏み込んでいく必要がある。
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《SUMMARY》

researchinprogress>

HistoricalForerunneroftheNewspaper

YutakaEGUCHI

Asiswellknowntheweeklynewspapers
”
Relation“und

”
Aviso“werepublishedasfar

backas1609inStrasbourgandinWolfenbuttel.Thesehavebeenregardedasthe

beginningofthenewspaperinmodernsensei.e.apublishingmedium withperiodicity,

universality,publicityanddurability.

MuchGermanresearchhasdescribedseveralphenomenasuchas“Briefe”(correspon-

dences/letters),“Flugblatt/Einblattdruck/NeueZeitung”(leaflet/oneleafpress/news),

“Flugschrift” (pamphlets),“Messrelation” (trade fairnews),“Serienzeitung/Monats-

zeitung”(serialnewspapers/monthlynewspapers)asforerunnersofthenewspaper.To

oursurprisetherewerealreadytwoarticlesregardingJapanina“NeueZeitung”of1585

andthe“Monatszeitung”of1597.TheycouldbetheoldestreportsaboutJapan.The

formerdescribesthevisitofJapanesedelegationtoRomeinthesameyearandthesecond

reportsaboutthesituationofmissionariesandtheChristiancommunityinJapanafterthe

beginningofpersecution.

Itisfurthernecessarytoinvestigatesocialandtechnologicalconditionsinthe16 and

the17 centuryinordertoexaminetheemergeofnewspaper:theliteracyofthepopula-

tion,thedevelopmentofpaperandpress,andtheinformationandtransportsystem.

― 71―

ドイツ語圏における新聞の前身形態について
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